
内　容

輪作作物としてキャベツ「初秋」、ハクサイ「緑

雲」、ブロッコリー「ハイツSP」、ダイコン「耐病

総太り」、ニンジン「時無五寸」、ホウレンソウ「エ

スパー」を、対照としてレタス「サントス２号」の

連作区を設けた。これらの作物は人工気象器内

（25℃）で播種・移植後１カ月間栽培した（写真）。

１カ月間栽培後、各作物を抜き取り、地下部だけを

約１㎝に裁断した後、土と混合した。

キャベツ、ハクサイ及びブロッコリーを前作で栽

培した場合、レタス根への媒介菌の感染数は有意に

減少し、菌数は，約40個/根・㎝であった。さらに

各種作物を前栽培処理した土を用いてレタスを栽培

し、発病に及ぼす影響を検討したところ（図）、媒

介菌の感染率の高かったレタス連作区、ダイコン前

作区、ニンジン前作区、ホウレンソウ前作区のビッ

グベイン病発病株率は高く、いずれも90％以上の発

病であった。これに対して、媒介菌の感染率が比較

的低かったキャベツ、ハクサイ及びブロッコリー前

作区については、発病株率は約47～67％となり、発

病が減少する傾向が認められた。

土壌病害の代表的な耕種的防除法は、他作物との

輪作である。研究当初は本病がオルピディウム ブ
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によって媒介されると考えられていたのでア

ブラナ科作物との輪作はかえって菌密度を増加さ

せ、輪作作物は非常に限られ、輪作は防除技術とし

ては不可能であると考えられていた。その後の研究

により媒介菌がオルピディウム ヴィルレンタス
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と

されたことにより輪作の可能性が見いだせたもので

ある。ただし、本法により病気を完全に防除するこ

とは不可能であり、防除のための基礎技術の一つと

して考えるべきである。

今後の方針

本試験は人工気象器内のポット試験であるため、

今後は、ほ場試験等を行い、将来的にはレタスビッ

グベイン病のIPM（総合的病害虫管理技術）の一方

法として確立していきたい。
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